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党本部NC内閣部門会議主催「地震避難訓練」 / 党本部NPO局主催「災害とNPO」意見交換会 / 県連
政策調査会、愛知県トラック協会と懇談会 / 部落解放愛知県共闘会議自治体交渉 / 民主党愛知県
連・所属議員の活動報告 / 幹事会報告 / インフォメーション/ 編集後記

 出来るだけ現実に近い避難体験状況を設定

し課題を見出しながら災害に対応できる能力を

身につけるため12月8日～9日の2日間、豊橋

市役所や公園にて避難訓練を実施した。参加

は木俣佳丈参議議員（NC内閣府担当副大臣・

県連顧問）、かしわぐま光代県会議員、杉本和

巳10区総支部長、森本和義15区総支部長、友

好議員、PTA関係者、豊橋市職員ら約30名が

参加、県連副代表の伴野豊衆議院議員も激励

にかけつけた。党本部からは大島敦衆議院議

員（NC内閣府担当大臣）、園田康博衆議院議

員（政策調査会副会長）が参加した。 

  市役所前では豊橋市協力のもと起震車「グ

ラット号」の震度6強を体験。つづいて公園まで約2km、危険箇所などを地図でチェックし徒歩

で移動した。到着後、宿泊用のテント・仮設トイレの設営、炊き出し、物干し竿と毛布で簡易の

担架を作成し被災者を設定、避難所へ搬送した。講義では訓練を企画したNPO法人レスキュ

ーストックヤード栗田暢之代表理事を講師に迎え「東海・東南海地震の実態と個人・家族そし

て地域で備える重要性について」過去の様々な学びから考察を行った。翌朝は参加者一同が

感想を述べ合い終了となった。 

  立案者の木俣佳丈参議院議員は「百聞は一見に如かず、現実に近い体験を一回しただけ

でも、災害に対応する能力は違ってくる。各地域でもこのような避難体験を開催して地域の防

災能力を高めてほしい」と熱く語った。
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 「災害復旧・防災活動」などに取り組む愛知県

下のNPO団体との意見交換会を12月9日、産

業貿易館西館にて開催した。NPO・社会福祉団

体からは、レスキューストックヤード（栗田暢之

代表理事）、AJU自立の家（山田昭義常務理

事）NPO愛知（天野竹行理事長）の3団体が参

加し近藤昭一衆議院議員（NPO局長・県連代

表代行）、伴野豊・鈴木克昌衆議院議員、木俣

佳丈参議院議員、防災関係委員会所属の山田

幸洋県会議員・杉山ひとし市会議員、渡辺まさ

し県会議員（県連県民運動委員長）が出席。党

本部からは水岡俊一参議院議員 

（NPO副局長）が参加した。 

  NPO・社会福祉団体からは、ボランティア運動と運営の違い（行政との真の協働による事業

や災害ボランティア団体・NPO等による地道な取り組みに対する資金的援助、また防災・減災

社会に向けた全体の方向性を議論する場、さまざまな施策の創設）、要援護者台帳作り、災

害弱者支援、東海集中豪雨の被災を経験とした避難所におけるプライベート空間確保のため

の「低コスト避難所間仕切りセット」の提案が行われた。また、地域防災を今以上に促進させ

るために（人づくりから）(1)防災NPOに、大学生の長期インターシップ制度の促進(2)市民団体

と行政との更なる連携促進（特に警察行政）(3)企業から人材を地域NPOに長期派遣した場合

の税制優遇制度などが提案された。 

  近藤昭一衆議院議員は「この意見交換会で終わりではなく継続して開催し民主党としての

方向性を示して行きたい」と意欲を述べた。

 
▲ 
top

 県連政策調査会が12月19日市内ホテルにて、トラック協会と懇談会を行った。協会からは小

笠原和俊会長（大宝運輸株式会社）ら、11名が参加した。県連からは前田雄吉会長（衆議院

議員）ら16名が参加した。 

  協会からはトラック運送事業をめぐる概況から「石油価格の高騰抑制、安定化のための対



 

 
 

 

策実施」などが要望として挙がった。平成18年度税制改正等に関する要望書では、重点要望

事項として「環境税等新たな税負担となる新税の創設反対」、「ディーゼル車排出ガス対策等

優遇税制の強化」、「道路特定財源の一般財源化反対」「自動車税及び軽自動車税の制限税

率引き上げ反対」など7項目が出された。また「名古屋高速道路の夜間割引」や「名港トリトン」

の利用に関する要望も出された。 

  前田雄吉会長は「定期的に愛知県トラック協会さんと懇談会を開催し、党として様々な問題

の解決に向けて取り組んで行きたい」と抱負を述べた。 

懇談会参加者 
【愛知県トラック協会】 

小笠原和俊会長、高村博三副会長、岡村正治副会長、小幡_伸副会長、川島誠副会長、

坂井昌治副会長、吉野雅山第1支部長、丸川得二尾東支部長、鈴木隆知多支部長、八木

實常務理事、山口啓三常務理事 

【愛知県総支部連合会】 

■国会議員 

前田雄吉、河村たかし、牧義夫、赤松広隆、古本伸一郎 

■県会議員 

松山登、かじ山義章 

■名古屋市会議員 

須原章、小林秀美、鎌倉安男 

■一般市会議員及び総支部長 

千賀重安、杉本和巳（総支部長） 

■代理出席 

古川元久、伴野豊、木俣佳丈、佐藤泰介 
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 12月20日・21日と県連も参画している県共闘

会議（議長＝中村宜熙）が愛知県、名古屋市と

人権行政の充実を求めた交渉を行った。 

  12月20日10：30～は愛知県と交渉を行い長

谷川副知事らが出席。共闘会議は25名が参

加、県議団からは塚本久・渡辺まさし・西川あ

つし県議が参加した。主な内容として「2006年

度予算内容」「大学・専修学校等の入学願書・



 

 

 

入学手続き書類に本籍地、保護者との続柄、職業等の記入を求めることについて今後の対

応」「人権保育の基本指針の策定」「エセ同和行為に対する実態把握と対策」についてなど考

え方を確認した。 

  特に「人権教育推進事業（愛知県人権教育研究会の補助金の縮小」「エセ同和に対する県

の対応」についてどう考えるか質した。教育企画室、同和対策室は「厳しい財政状況下での予

算とあって縮小はさけれないが出来るだけ努力していく」「エセ同和に対する調査を今後も続

け行く」などの回答にとどまった。 

  続いて21日10：00～は名古屋市と交渉が行

われ因田助役ら幹部が参加。市議団からは早

川良行、服部将也、岡本康宏市議が参加し

た。 

  今回の交渉では特に「名古屋市内の市立中

学校の校内暴力問題」「改良住宅について（シ

ルバーハウジングの精神に基づいた対応）」に

ついて質した。また名古屋市内の行政書士に

よる戸籍謄本、住民票等の不正取得事件の抜

本的な方策の講じ方などを確認した。 

  来年の春には津島市、知立市、甚目寺町、

小坂井町の交渉を予定している。 
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 明けましておめでとうございます。輝かしい新春

をお迎えのことと思います。 

  昨年は、愛知県にとりまして中部国際空港の開

港、日本国際博覧会、愛・地球博が開催され、大

きく飛躍する年となりましたが、その反面アスベス

ト問題、フェロシルト、耐震強度偽装事件といった

社会不安な事案もありました。 

  今年も、定率減税廃止や高齢者の医療費負担

増などで家計の負担は重くなる一方です。7区民

主党総支部の立て直しも含め、これからも皆様の

声を行政へ反映させていく覚悟ですので、今後と

もご支援を賜りますようお願い申し上げます。



 
 

 
 

 
 

 新年明けましておめでとうございます。皆様方に

おかれましては、ご家族共々輝かしい新年をお迎

えのことと、心よりお喜び申し上げます。 

  さて昨年は「中部国際空港」が開港し、「愛知万

博」が開催され、愛知県にとりましては、将来の

「元気な愛知」を占う正念場の年でありました。本

年はこの2大プロジェクトを活かした「新しい愛知づ

くり」が大きな課題であります。 

  財政の状況は依然厳しいものがありますが、

「より良い行政サービスをより安く」しかもタイムリ

ーに提供できるよう議員活動を推し進めてまいり

ます。 

  本年が皆様方にとりまして、幸多い年でありま

すことをご祈念申し上げます。

 3期11年。市会議員として担う役割は二つあると

信じ、ひたすら走りつづけてきました。一つは地域

の問題を住民の方々とじっくり話し合い、その声を

市政につなぐ役割。もう一つは行政との議論を通

じ、市政をあるべき方向へと導く役割です。 

  マンション建築をめぐる紛争。危険な生活道路

の解消。市バス路線の復活。地域活動への個人

情報提供－等々。暮らしに根ざした市民の視点で

問題を提起し、それを切り口にして行政と交わして

きた議論の数々は、大きい成果につながったと自

負しています。初心忘れず、これからもしっかり頑

張ります。

 皆様のご支援に、ご協力に心から感謝申し上げ

ます。 

南区から名古屋市議会にお送り頂きまして4期15

年が経過しようとしています。名古屋市も依然とし

て厳しい財政状況の中、様々な問題が山積みして

います。国では、≪三位一体の改革≫を掲げ国と

地方の分割分担再構築を目指しているが、地方の

意向に目を背けたまま、地方への負担転換を強引



 
 

 
 

 

に進めようとしています。仮に補助負担率の引き

下げが実施されれば、名古屋市には過度な負担

増となり断固として受け入れることはできません。

名古屋市も高齢化が進む中、介護問題が切実な

問題となっており多くの方々から相談を受けます。

新たな特養ホームの建設が厳しい財政下、在宅

介護の充実とグループホームの増設を訴え続け

て来ました。 

  今後も、教育改革の推進、安心、安全な街づく

り、福祉、少子高齢化対策に全力を挙げて取り組

みますのでご支援ご指導を賜りますようお願い申

し上げます。 

 新年明けましておめでとうございます。日ごろは

皆様方に大変お世話になりありがとうございます。

中部国際空港の開港からもうすぐ一年になりま

す。道路をはじめ街中は以前と比べ随分変化しま

した。人口も千人ほど増加し、今後も増加する住

宅需要に対応すべく区画整理が進んでいます。急

激に変化する環境においても安全安心な街を維

持し、若い世代を中心として新しい人が喜んで移り

住んでくれる、そして、住民同士が誇りとふれあい

を持って住める常滑を目指してゆきたいと思いま

す。今後も、子育て世帯のために、子育て支援に

力を注いでまいりたいと思います。

 名古屋のベッドタウンとして「安心安全で住み良

いまち」を目指し、福祉に重点政策を置いて歩んで

きた我が岩倉市ですが、急速な高齢化から厳しい

財政運営を余儀なくされ、これまで以上の行財政

改革を積極的に進める責任から、議員提出で現

在22名の議員定数を18名に改め、より高度で解り

やすい市政運営を進めてゆくことになりました。県

内各地で合併が進む中、事実上取り残されており

ますが、岩倉らしさを忘れず、お年寄りに生き甲斐

を持って市政に参加をしていただくと共に、将来を

担う子供たちの育成にこれからも全力で取り組ん

でまいります。
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■幹事会報告（12月10日抜粋）

■選挙公認申請について 

1.北名古屋市議会議員選挙「旧師勝町・西春町」

選挙執行 2006年4月（予定）定数24

    候補者 松田功（まつだ いさお）37歳 新人 現西春町議1期

2.清須市議会議員選挙「旧清洲市・新川町・西枇杷島町」 

選挙執行 2006年4月（予定）定数24

    候補者 白井章（しらい あきら）57歳 新人 元清洲町議2期

■代表選出選挙管理委員会の設置（案）について 

■委員構成（5名）

幹事会、国会、県会・名古屋市会・市町会（14区）から1名

■告示日については代表選挙規則により、大会開催日の概ね5週間前

■第7回県連定期大会について（案） 

■日時 2006年2月19日（日）10：00～12：00

  ■会場 名古屋ガーデンパレスホテル 名古屋市中区錦3-11-13 TEL052-957-1022

  ■規模 代議員：総支部・直轄支部党員1割＝343名、議員代議員：72名、役員：40名

■組織委員会の取り組みについて（再提案）

■党勢拡大方針（案）

1.次期党員党費について

    2.党勢拡大における議員・候補者の取り組みについて

■党費等運営規定改正（案）

■政策調査会の取り組みについて

■障害者自立支援法検証「ワーキングチーム」の設置について

  ■ポスト万博・中間まとめ（案）

仮題「愛知ビジョン2020」

■インフォメーション
■次回幹事会

日 時 2006年1月14日（土）14：00～

■民主党名古屋市議団ホームページ開設 
■アドレス http://www.minsyu-nagoya.jp

編集後記



 

 炎天下の第44回総選挙。民主党の結党以来初めて議席を減らす結

果となりました。選挙区で自民党の得票率は約46％で議席率は70％を

越え、それに対し、民主党は約36％で議席率は20％を下回りました。大

きなうねりが全てを飲み込みこの結果を生みました。小選挙区制度の

怖さを正に見た思いです。臥薪嘗胆。結果は結果として真摯に受け止

めピンチをチャンスにしていきたいと思います。 

  人口減少が急速に進行する我が国。焦眉の急である国民の為の真

の構造改革を同志とともに進めてまいります。

広報委員 伴野 豊 （衆議院議員）

インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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